
火花散る 国会論戦

辻
元
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
派
と
闘
う
森
屋
議
員

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
ス

タ
ン
ド
が
減
り

続
け
て
い
る
。

先
日
、
全
自
交

の
あ
る
地
方
の

職
場
か
ら
「
市

内
か
ら
ス
タ
ン

ド
が
な
く
な
り
そ
う
だ
。
こ
の

ま
ま
で
は
片
道
50
キ
ロ
か
け
て

ガ
ス
を
入
れ
に
行
く
は
め
に
な

る
」
と
の
声
が
届
い
た
▽
全
国

で
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
相
次

い
で
い
る
。
Ｌ
Ｐ
ス
タ
ン
ド
経

営
に
将
来
の
見
通
し
が
立
た
な

い
中
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る

開
放
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
廃

業
す
る
こ
と
が
多
い
と
聞
く
▽

ス
タ
ン
ド
が
な
け
れ
ば
、
営
業

車
に
は
ガ
ソ
リ
ン
車
や
Ｈ
Ｖ
し

か
選
択
肢
が
な
い
が
、
こ
れ
だ

け
タ
ク
シ
ー
会
社
の
経
営
体
力

が
な
い
中
で
、
更
新
は
容
易
で

は
な
く
、
燃
料
費
負
担
も
増
す

▽
営
業
所
に
設
置
で
き
る
簡
易

型
の
Ｌ
Ｐ
ス
タ
ン
ド
「
オ
ー
ト

コ
ン
ポ
」
と
い
う
製
品
も
あ
る

が
費
用
は
か
か
る
▽
こ
の
ま
ま

で
は
、
せ
っ
か
く
ト
ヨ
タ
が
タ

ク
シ
ー
専
用
車
と
し
て
開
発
し

た
ジ
ャ
パ
ン
タ
ク
シ
ー
も
、
Ｌ

Ｐ
ス
タ
ン
ド
の
あ
る
都
市
部
専

用
に
な
っ
て
し
ま
う
。（
一
応

は
）
車
い
す
も
乗
れ
る
Ｕ
Ｄ
タ

ク
シ
ー
、
高
齢
化
が
深
刻
な
地

方
で
こ
そ
、
本
来
は
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
車
両
の
は
ず
だ
▽
ス

タ
ン
ド
も
道
路
と
同
じ
イ
ン
フ

ラ
だ
。
Ｌ
Ｐ
ス
タ
ン
ド
の
維
持

や
、
簡
易
ス
タ
ン
ド
の
設
置
、

あ
る
い
は
ス
タ
ン
ド
消
滅
地
域

で
の
車
両
更
新
に
国
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。
Ｋ
・
Ｔ

統一地方選

　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
派
が
再
び

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
国
会
で
も

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
認
め
ろ
」
と

い
う
声
が
上
が
る
中
、
立
憲
民
主

党
の
議
員
は
厳
し
く
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
問
題
点
を
指
摘
。
国
土
交
通

省
か
ら「
特
区
で
も
、ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
認
め
な
い
」
と
の
答
弁
を
引

き
出
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
合
法
化
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
公

共
交
通
の
安
全
と
雇
用
は
完
全
に

破
壊
さ
れ
ま
す
。
今
こ
そ
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
阻
止
の
運
動
を
貫
徹
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
３
月
に
は
、
橋
下
徹
氏
が
著
書

で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合
法
化
を
強
く

主
張
。
そ
れ
以
降
、
衆
参
両
院
の

国
会
審
議
で
、
日
本
維
新
の
会
が

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合
法
化
を
迫
る
場

面
が
再
三
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
動
き
に
対
し
、
立
憲
民
主

党
の
森
屋
隆
参
議
院
議
員
（
私
鉄

総
連
組
織
内
、
タ
ク
議
連
事
務
局

長
）
は
、
４
月
20
日
、
参
院
の
国

土
交
通
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、

「
改
め
て
大
臣
の
口
か
ら
﹃
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
認
め
な
い
﹄
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き
た
い
」と
求
め
、

斉
藤
鉄
夫
国
交
大
臣
か
ら
「
今
ま

で
と
考
え
方
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら

な
い
」、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
安
全

　

全
国
の
全
自
交
の
仲
間
の
皆
さ
ま
、

統
一
地
方
選
挙
へ
の
取
り
組
み
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
八
戸
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
全
自

交
青
森
地
連
・
三
八
五
交
通
労
組
出
身

の
山
名
文
世
氏
（
立
憲
民
主
党
）
が
全

国
唯
一
の
全
自
交
組
織
内
議
員
と
し
て

奮
闘
。
１
８
５
９
票
を
集
め
、
見
事
に

６
期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
自
交
が
支
援
す
る
立
憲
民

主
党
は
、
国
政
選
挙
の
補
選
で
は
大
分

で
の
吉
田
忠
智
氏
の
惜
敗
な
ど
課
題
を

残
し
ま
し
た
が
、
自
治
体
議
員
選
挙
で

は
、
改
選
前
の
７
６
８
議
席
を
７
７
３

議
席
に
、
５
議
席
増
や
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

の
確
保
、
利
用
者
の
保
護
等
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
」
と
答
弁
を

受
け
ま
し
た
。
森
屋
議
員
は
さ
ら

に
「
今
は
、
色
ん
な
こ
と
を
特
区

の
実
証
実
験
と
し
て
や
る
ケ
ー
ス

が
多
く
危
惧
し
て
い
る
。
特
区
で

も
認
め
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
質

問
し
、
堀
内
丈
太
郎
自
動
車
局
長

か
ら
「
特
区
と
し
て
も
認
め
る
こ

と
は
な
い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
。大
阪
万
博
を
控
え
、

維
新
の
会
の
動
き
に
最
大
限
の
警

戒
が
必
要
な
中
、
こ
の
答
弁
は
重

い
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
ま
た
４
月
26
日
に
は
立
憲
民
主

党・小
宮
山
泰
子
衆
議
院
議
員（
タ

ク
議
連
幹
事
長
）
も
衆
院
の
国
交

委
員
会
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
の

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
▼
２
面
に
関
連
記
事

　
先
月
の
１
２
３
５
号
、
２
面
の

「
第
一
弾
春
闘
妥
結
状
況
」
で
記

載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
京
王

自
動
車
労
組
の
隔
日
勤
務
年
齢
上

限
引
き
上
げ
を
「
63
歳
↓
65
歳
」

と
し
た
の
は
誤
り
で
、
正
し
く
は

「
73
歳
↓
75
歳
」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
４
月
28
日
、
立
憲
民
主
党
・
国

民
民
主
党
の
国
会
議
員
を
主
体
と

し
た「
タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
」

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
会
長
に

立
憲
民
主
党
の
辻
元
清
美
参
議
院

議
員
が
就
任
し
、
近
藤
昭
一
会
長

が
顧
問
と
な
る
役
員
変
更
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
辻
元
氏
は
衆
議
院

議
員
時
代
に
も
議
連
会
長
を
務
め

て
お
り
、
参
議
院
議
員
と
し
て
、

国
会
に
戻
り
再
び
ハ
イ
タ
ク
労
働

者
の
た
め
に
重
責
を
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
総
会
の
冒
頭
、近
藤
会
長
は「
大

阪
、
関
西
を
中
心
に
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
問
題
等
々
が
大
き
く
前
面
に

出
て
き
て
い
る
中
で
、
ま
た
辻
元

さ
ん
に
会
長
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
辻
元
新
会
長
は
「
し
っ
か
り
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
し
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
の
姿
勢
を
強

調
。
ま
た
「
タ
ク
シ
ー
業
界
に
女

性
が
参
入
し
て
い
け
る
か
ど
う
か

が
、
す
ご
く
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。

女
性
の
立
場
か
ら
も
業
界
の
発
展

に
努
め
、
働
く
人
た
ち
の
労
働
条

件
の
改
善
に
務
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

訂

正

山名氏からのメッセージ
　６期目の当選は単に私個人ではなく、心をひとつにして闘って下さった皆様お一
人お一人の栄誉であり力です。心より感謝申し上げます。
　選対委員長をはじめ幹事長や事務所で頑張って下さった皆さん、疲れをものと
もせず声を出し続けてくれたウグイスの皆さん、陰に徹して下さったスタッフー人一
人の奮闘に、感謝の気持ちでいっぱいです。そして、これまで活動してきた実績を、
市民の皆様が評価し、期待をしていただいている証しであると自負しております。
　議員は名誉でもなく飾りでもありません。
　私は、市民のみなさんと市政の「架け橋」です。困りごとがあれば、1人で悩まずに
ご相談ください。地道に動き、ダッシュして、「山名議員は他の議員と違うな」と言わ
れるように頑張って行きたいと思っています。
　これからも、５期20年の経験と実績を生かし、汗して働く人々や弱者の声を議会
に届け、市政進展のため自治体議員の責務を果たしていく所存です。変わらぬご
支援と、ご協力を賜りますよう願い申し上げ、御礼の言葉とさせていただきます。
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参議院国土交通委員会で質問に立つ立憲民主党の森屋隆参議院議員。維新
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タクシー経営者
維新を痛烈批判

「
公
共
交
通
の
権
利
守
れ
」

　
４
月
28
日
の
タ
ク
シ
ー
政
策
議

連
総
会
に
は
、
国
会
議
員
46
人
と

秘
書
43
人
が
参
加
。
交
運
労
協
の

住
野
敏
彦
議
長
や
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ

ラ
ー
ム
の
溝
上
泰
央
代
表
幹
事

（
全
自
交
労
連
委
員
長
）、
全
タ
ク

連
の
神
谷
俊
広
理
事
長
ら
業
界
労

使
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
特

に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、

「
海
外
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
乗
っ

た
時
は
（
変
動
運

賃
の
せ
い
で
）
値

段
が
上
が
る
ま
で

配
車
を
取
ら
ず
に

待
っ
て
い
る
車
両

が
多
く
非
常
に
問

題
だ
っ
た
」（
海

江
田
万
里
議
員
）、

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

に
な
っ
た
ら
す
ぐ

呼
べ
る
と
、
利
用
者
は
捉
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
十
分
に
タ
ク

シ
ー
の
配
車
ア
プ
リ
で
カ
バ
ー
で

き
る
は
ず
」（
岡
本
あ
き
こ
議
員
）、

「（
タ
ク
シ
ー
の
配
車
だ
と
し
て

も
）
ウ
ー
バ
ー
ア
プ
リ
が
ア
リ
の

一
穴
に
な
ら
な
い
か
。
業
界
で
結

束
し
て
ほ
し
い
」（
逢
坂
誠
二
議

員
）
な
ど
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
溝
上
委
員
長
は
「
わ
れ
わ
れ
は

安
全・安
心
を
き
ち
っ
と
担
保
し
、

持
続
可
能
な
交
通
手
段
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

応
じ
ま
し
た
。

　
大
阪
・
日
本
城
タ
ク
シ
ー
の
坂
本
篤
紀

社
長
が
「
維
新
断
罪
」
と
い
う
著
書
を
刊

行
し
ま
し
た
。
坂
本
社
長
は
テ
レ
ビ
で
橋

下
徹
と
激
論
す
る
な
ど
活
躍
。
昨
年
４
月

に
は
「
交
通
の
安
全
と
労
働
を
考
え
る
市

民
会
議
」
に
も
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、
万
博
、
カ
ジ
ノ
に
共

通
す
る
「
お
友
達
利
権
」
の
構
造
な
ど
が

と
て
も
明
快
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
１
︐

２
０
０
円
（
税
別
）
で
、
せ
せ
ら
ぎ
出
版

よ
り
。
ネ
ッ
ト
か
ら
も
注
文
で
き
ま
す
。

　
５
月
３
日
の
憲
法
記
念

日
に
、
東
京
・
有
明
防

災
公
園
で
「
２
０
２
３

憲
法
大
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
市
民
や
労
働
者

２
万
５
０
０
０
人
が
集
結

し
ま
し
た
。

　
今
国
会
で
も
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
獲
得
や
防
衛

予
算
倍
増
の
議
論
と
同
時

に
改
憲
の
議
論
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

タ
モ
リ
さ
ん
の
言
葉

「
新
た
な
戦
前
」
が
近
づ

く
中
、
い
ま
の
憲
法
を
生

か
し
、
一
人
一
人
の
命
と

暮
ら
し
と
人
権
、
そ
し
て

平
和
を
大
切
に
す
る
政
治

を
求
め
ま
し
た
。

で
発
言
。「
新
し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
」
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
推

進
意
見
が
出
た
こ
と
に
つ
い
て

「
な
し
崩
し
で
政
策
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
と

釘
を
さ
し
、「
き
ち
ん
と
公
共
交

通
の
権
利
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
求
め
ま
し
た
。

　
タ
ク
シ
ー
政
策
議
連
幹
事
長
の

小
宮
山
泰
子
衆
議
院
議
員
は
、
４

月
26
日
の
衆
院
国
土
交
通
委
員
会

ま
っ
た
幅
の
中
で
競
争
す
る
ル
ー

ル
を
守
れ
る
よ
う
適
切
な
対
応

を
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
は
、立
憲
民
主
党・

鬼
木
誠
議
員
も
発
言
。「
公
共
交

通
が
衰
退
す
れ
ば
、
地
域
経
済
の

衰
退
や
、
医
療
費
の
増
大
、
地
価

の
下
落
と
い
っ
た
多
く
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
公

共
交
通
の
維
持
に
は
掛
け
た
費
用

以
上
の
効
果
が
あ
る
こ
と
（
ク
ロ

ス
セ
ク
タ
ー
効
果
）
を
強
調
。
国

の
支
援
の
拡
大
を
求
め
、
単
年
度

や
一
つ
の
路
線
に
限
定
せ
ず
、
長

期
的
に
事
業
全
体
の
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
支
援
の

仕
組
み
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
体
職
員
に
交
通
政

策
の
専
門
人
材
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
問
題
を
指
摘
し
、
国
交
省
に
人

材
育
成
を
求
め
ま
し
た
。

行
わ
れ
、
立
憲
民
主
党
・
森
屋
隆

議
員
が
「
認
可
運
賃
よ
り
も
は
る

か
に
安
い
運
賃
が
可
能
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」と
質
問
。

国
交
省
は
「
協
議
に
は
国
も
参
加

し
て
、
過
当
競
争
を
誘
発
す
る
よ

う
な
（
=
安
す
ぎ
る
）
運
賃
に
な

ら
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

森
屋
議
員
は
さ

ら
に
、
下
限
割
れ

運
賃
の
問
題
に
つ

い
て
「
ル
ー
ル
が

あ
る
の
に
、
無
視

し
て
良
い
な
ら
意

味
が
な
い
。
貸
切

バ
ス
で
も
同
じ
こ

と
が
起
き
た
。
決

　
国
会
で
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
法
の
改
正
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
運
賃
に
関
し
、
地

域
の
協
議
会
で
合
意
す
れ
ば
、
認

可
運
賃
よ
り
安
く
設
定
で
き
る
協

議
運
賃
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
20
日
、
参
議
院
の
国
土
交

通
委
員
会
で
は
同
法
案
の
審
議
が

「
我
々
こ
そ
持
続
可
能
な
交
通
だ
」

タ
ク
シ
ー
政
策
議
連

活発化するライドシェア推進派

地
域
公
共
交
通
・
法
改
正

タ
ク
シ
ー
安
売
り
に
懸
念

５・３
憲
法
大
集
会

あらたな戦前にさせない！
守ろう平和と命と暮らし

◆ 維新議員が国会でライドシェア解禁要求　国交省答弁で交通事故
死、暴行死、性犯罪の多さが明らかに

　日本維新の会の、一谷勇一郎衆議院議員は3月14日の衆議院本会議、3月22日の
衆議院国土交通委員会の質疑で、繰り返しライドシェアの解禁を要求。特に国交委
員会では高齢タクシードライバーによる事故を強調し、「ライドシェアは危険というが、タク
シーの事故や犯罪と比べてどの程度多いのか。データがあるのか」と質問した。
　国土交通省の堀内丈太郎自動車局長は「日本にライドシェアはないので、アメリカの
主要ライドシェア企業との比較をさせていただきます」とし「輸送回数は日本のタクシー
約５．６億回、米国の主要ライドシェア企業が約６．５億回とおおむね似た数字になって
いますが、例えば令和２年（２０２０年）における交通事故死者数は、日本のタクシーで
１６人、米国主要ライドシェア企業では４２人。身体的暴行による死者数は、日本のタク
シーはゼロ、米国主要ライドシェア企業は１１名。性的暴行件数は日本のタクシーでは
１９件、米国ライドシェア企業では９９８件となっている」と答弁。企業名は明示しなかっ
たが、事故や犯罪の件数はアメリカでウーバー自身が公表したセーフティレポートに記
載されたものだ。
　一谷議員はこの答弁を受けた後も「タクシードライバーの最賃割れが問題になって
いると聞いた。タクシー会社の負担も大きいだろう」、「思い切った改革が必要」などと発
言。仮にライドシェアが解禁され、ドライバーが個人事業主扱いとなれば、最低賃金は
適用されない。安く働かせることが目的なのか。
　また参議院の国土交通委員会でも、維新の石井苗子参議院議員が「ライドシェア
について、もしも安全が確保できれば、将来はライドシェアの導入を検討していただける
のか」と質問し、しつこくライドシェア解禁にこだわった。

◆橋下徹がソフトバンク系列出版社から著書出版
　日本維新の会元代表の橋下徹氏がＳＢ新書から「日本再起動」と名付けた著書を3
月15日付で出版。「日本の経済成長を阻む既得権益の典型」としてタクシー会社とドラ
イバーを槍玉にあげ、ライドシェアさえ導入すれば経済が成長するという主張を展開。
海外でライドシェアをめぐる訴訟が相次ぎ、見直しが進んでいる事実を無視し「先進国
で導入していないのは日本だけ」、「相互に評価するので悪いドライバーも乗客も淘汰
される」など、数年前から全くアップデートされていない古い情報で、都合の良い部分だ
けを強調する稚拙な内容だ。

◆「新しい資本主義実現会議」でソフトバンク子会社が意見書
　岸田首相の肝いりで設置された「新しい資本主義実現会議」の第15回会合が3月
29日に開かれ、川邊健太郎委員（Zホールディングス会長）が、「郊外・過疎地域におけ
る自動運転の導入が話題であるが、一般道での完全自動運転の実現はかなり先のこ
とであり、現実的ではない。それよりも、ライドシェアサービスの拡充に努めるべき。一部
の業界のためだけに、都市部も含めて数千万人が文字通り足止めを食っている現状
は、完全に移動後進国。既存の事業者に対しては政治が補償し、圧倒的大多数の国
民に、ライドシェアのメリットを提供すべき」との意見書を提出。Zホールディングスはソフト
バンクの子会社で、ヤフーやライン、ペイペイ、アスクルなどを傘下に抱えている会社だ。
現状は一委員の意見に止まっているが、全自交労連は今後に備え、連合に海外のライ
ドシェアの状況や問題点に関する資料を提供。連合の芳野友子会長も同会議で委
員を務めている。

全自交の旗を掲げる野尻雅人書記次長。ほか本田有書記次長、津田光
太郎書記次長が参加しました

小宮山議員

質問する鬼木参議院議員 議員の質問に答える溝上委員長

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２３６号（2）２０２３年５月15日



トルコ・シリア地震
支援カンパ報告

　

連
合
は
４
月
29
日
、
東
京
の

代
々
木
公
園
で
第
94
回
メ
ー
デ
ー

中
央
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
万
８
５
０
０
人
が
参
加
。
全
自

交
の
仲
間
は
溝
上
泰
央
中
央
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
約
２
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
の
芳
野
友
子
会
長
は
、

２
０
２
３
春
闘
で
30
年
ぶ
り
の
高

水
準
で
の
賃
金
改
善
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、「
世
の
中
全
体
で

﹃
給
料
が
あ
が
っ
た
﹄、﹃
生
活
が

楽
に
な
っ
た
﹄
と
感
じ
る
た
め
に

は
、
労
働
者
の
７
割
が
働
く
中
小

企
業
で
賃
上
げ
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
現
在
も
交
渉
中
の

組
合
の
皆
さ
ん
に
は
、
最
後
の
最

後
ま
で
賃
上
げ
に
こ
だ
わ
っ
た
交

渉
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
岸
田
文
雄
首
相
、
加
藤
勝
信

厚
生
労
働
相
、
小
池
百
合
子
都
知

事
ら
が
来
賓
参
加
し
ま
し
た
。

第
94
回
中
央
メ
ー
デ
ー

２３春闘妥結状況  第2弾
(５月９日現在の本部集約分　14地連本57組合・支部10,098人以上が妥結)

【北海道地連】
3月13日 朝日交通労組　現行賃金制度維持▽夏・秋・冬季手当=現行支給率維持▽ワイシャツ２枚
4月11日 函館タクシー労組　現行賃金制度維持▽臨時給・退職金現行制度維持▽全車で前照灯のLED化、バックモニター装着▽GOアプリ対応車の増車
4月28日 道南ハイヤー労組　現行賃金制度維持▽制服随時支給▽車両更新（JPNタクシー）本年5台、次年10台
【岩手地本】

3月30日 岩手ユニオンつばめ分会　現行賃金制度維持（運賃改定後の労働分配率維持）
【秋田地連】

3月29日 秋田港交通労組　賃率引上げ嘱託43％⇒44％、62～63歳45％⇒47.5％▽一時金は運賃改定後に再協議▽洗車手当300円（新規）▽無事故手当3,000～5,000円（復活）
3月31日 あさひ自動車労組　現行賃金制度維持
4月15日 鹿角観光労組　現行賃金制度維持▽定年後再雇用者の安定雇用と同一労働・同一賃金の確立
4月19日 秋田中央タクシー労組　現行賃金制度維持▽期末手当＝一律30,000円▽車両更新5台
4月25日 ユニオン交通秋南労組　賃率引上げ42.5％⇒42.75％
4月29日 国際タクシー労組　現行賃金制度維持▽インフレ手当＝一律30,000円▽一時金は運賃改定後に再協議
4月29日 秋田合同タクシー労組　現行賃金制度維持
3月15日 羽後自教労組　本給＋5,000円▽一時金別途協議
4月7日 太平自教労組　本給＋4,500円▽一時金別途協議
【宮城地本】

3月31日 仙南観光支部　現行賃金制度維持▽無事故手当の増額5,000円（半期）⇒10,000円（半期）
4月13日 ＫＭ仙台支部　現行賃金制度維持▽解決一時金10,000円▽運賃改定後、増収分の賃上げ担保した上で、その他労働条件改善を再協議すると労使で合意
【東京地連】

4月12日  帝都自動車交通労組　《タクシー》現行賃金制度維持《ハイヤー・技工・職員》定昇2,000円▽年間賞与技工＋職員＝3.0カ月（昨年＋0.55カ月）ハイヤー＝平均530,000円（昨年
＋20,000円）▽特別一時金タクシー5,000円～70,000円▽全従業員を対象に健康診断検査項目追加（血液検査・腫瘍マーカー検査）▽ハイヤー＝乗務・食事手当の新設、改
善▽職員＝新階級設立による手当支給（早期退職防止策）▽タクシー＝帰路高速会社負担の増額510円⇒570円

4月12日  日交労働組合　《タクシー》現行賃金制度維持《ハイヤー》現行定昇実施（平均1,800円）▽賞与タクシー＝規定通り支給（日交埼玉では歩率を改善）、ハイヤー＝平均580,000
円（昨年実績＋60,000円）▽業績評価一時金タクシー＝5,000円～65,000円、労供組合員＝3,000円～6,000円▽営業所内Wi-Fi環境の確立▽全車両にアプリ配車対応用ス
マートフォン端末の設置▽労供組合員の乗務数上限を改定し5乗務⇒7乗務に

【東京地連・三多摩交通労働組合】
3月30日 八王子交通支部　現行賃金制度維持で定昇500円▽歩合給の引き上げについて運賃改定後に協議▽定年延長を継続協議
3月31日  和親交通支部　乗務員負担を撤廃する方向で、１年以上労使協議を重ねてきた新給与体系の実施を確認▽特別給付金10,000円▽生産協力金返還分として全乗務員に

出番数×100円▽インフルエンザ予防接種助成＝1,500円/年
3月31日 大成交通支部　現行賃金制度維持▽一時金は現行通りで夏冬の支給日を協定▽正月手当の支給合意 
4月4日 大和交通保谷支部　現行賃金制度維持  
4月5日  八南交通支部　A型賃金制度の下、固定給重視を確認し「足切り以下は固定給なし」の条項を廃止▽定昇は現行通り800円▽一時金は前年協定通り▽福利厚生予算の

支援
4月6日  高鉄交通支部　有給休暇の時間単位、半日単位取得を認める▽有給休暇の2年経過未使用日数を保存し、傷病、介護などの場合に行使することを可能に。３カ月平均の仮

想営収で支給▽定年年齢を65歳⇒70歳に延長。中退金は65歳で精算するが、65歳以上の正社員登用者には独自退職金として月額8,000円を新設。
4月7日 大国自交支部　充填可能なスタンドの追加▽一時金、通勤手当・退職金の支給、アプリキャンセル料の乗務員還元など要求
4月10日 武蔵野自交支部　現行賃金制度維持で定昇500円▽一時金現行通リ▽前照灯ＬＥＤ化▽車庫内洗車道具等の改善▽希望する労働者に対する65歳定年延長について
継続協議
【神奈川地連】

4月17日 日本交通横浜労組　現行賃金制度維持▽報奨金＝14,000円～2,000円
【愛知地連】

4月26日 尾張交通労組　現行賃金制度維持▽３月度特別対策＝仮想営収30,000円▽迎車手当増額10円⇒30円/回▽メーター検定補填＝仮想営収30分適用
【大阪地連】

3月22日 珊瑚自動車労組　現行賃金制度維持▽慰安旅行再開
【兵庫地連】

4月10日 ポートグループ労組　現行賃金制度維持▽バス部門で乗務日数×400円の乗務手当を上積み
【関西地連】

4月19日 全自交関西ユニオン・加古川タクシー　現行賃金制度維持
【愛媛地本】

3月19日 駅前分会　賃率改定47％⇒50％（自主運営立ち上げ時に引き下げていた賃率を復元）
3月22日 近鉄東予分会　現行賃金制度維持▽解決一時金5,000円▽無事故手当10,000円（半期ごとに5,000円）の支給確認
4月9日 立花分会　現行賃金制度維持▽無事故手当10,000円の支給確認

47万2726円の募金を、ITF
連帯基金へ届けました。全国
の仲間のご厚意に感謝します

写真上＝４年ぶりに参加制限のない中央メーデー。全自交の仲間は約２５０人が参加しました▽写
真左＝首相や都知事が来たために厳重な警戒。演壇の周囲はＳＰと報道陣だけで、労働者は近寄
ることができませんでした

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２３６号（3）２０２３年５月15日



いずれも10％超

岩
手
県
や
山
形
県

�

バ
ス
タ
ク
支
援
を
継
続

続々と運賃改定

　

全
自
交
石
川
ハ
イ
タ
ク
連
合

会（
畠
下
幹
男
執
行
委
員
長
）は
、

４
月
13
日
に
石
川
県
全
域
を
ま
わ

る
恒
例
の
組
織
拡
大
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
市
野
晃
司
書
記
長

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
報
告
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
ま
た
５
月
５
日
に
石
川
県
能
登

地
方
で
発
生
し
た
最
大
震
度
６
強

の
地
震
の
影
響
に
つ
い
て
、
５
月

８
日
時
点
で
は
全
自
交
の
組
合

員
・
家
族
の
身
体
や
建
物
へ
の
被

害
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆

　
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
な
が

ら
能
登
地
区
の
和
倉
温
泉
駅
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
七
尾
駅・羽
咋
駅・

宇
野
気
駅
、
金
沢
地
区
で
は
津
幡

駅
・
森
本
駅
・
金
沢
駅
東
口
・
西

口
の
両
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
、
加
賀

地
区
で
は
小
松
空
港
・
小
松
駅
・

加
賀
温
泉
駅
を
順
次
め
ぐ
り
、
全

自
交
労
連
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な

が
ら
、
職
場
で
の
賃
金
・
労
働
条

件
な
ど
に
対
す
る
理
不
尽
な
話
や

悩
み
事
等
を
聞
き
労
働
組
合
の
必

要
性
を
訴
え
、
労
働
組
合
の
作
り

方
や
全
自
交
へ
の
加
盟
を
勧
め
な

が
ら
現
場
の
声
を
聞
い
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
導

入
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
危
険
性

を
改
め
て
説
明
し
、
業
界
を
守
る

為
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
、

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
働
き
方
の
変
化
や
会
社
側
の

対
応
に
つ
い
て
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　
能
登
地
区
で
は
、
昨
年
で
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
光
景
で
す
が
待
機

し
て
い
る
車
両
が
見
受
け
ら
れ
な

い
待
機
場
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
10
分
ほ
ど
待
っ
て

み
ま
し
た
が
待
機
す
る
た
め
に

戻
っ
て
く
る
車
両
が
無
く
、
こ
れ

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
数
が
減
少
し
た
た
め
に
タ
ク

シ
ー
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き

た
の
か
、
乗
務
員
が
不
足
し
て
い

る
た
め
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
か
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
３

年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
と
は
ま
た
違
っ

た
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ほ
ぼ
す
べ
て
の
方
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
が
、
受
け
取
り
を

拒
否
す
る
乗
務
員
の
方
は
見
受
け

ら
れ
ず
、
車
内
で
チ
ラ
シ
を
読
ん

で
い
る
方
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
写
真
は
顔
が
映
ら
な
い
様

に
気
を
付
け
な
が
ら
撮
っ
て
は
い

た
の
で
す
が
、
中
に
は
「
人
に
カ

メ
ラ
を
向
け
る
な
」
と
一
喝
さ
れ

る
方
も
い
ら
し
て
、
気
を
付
け
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
全
自
交
石
川
ハ
イ
タ
ク

連
合
会
は
、
行
政
に
対
し
、
問
題

が
一
つ
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
投

げ
か
け
、
ま
た
地
域
公
共
交
通
と

し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た

し
て
い
け
る
よ
う
組
織
拡
大
行
動

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
、
順
調
に
タ
ク

シ
ー
の
運
賃
改
定
が
進
ん
で
い
ま

す
。
全
自
交
労
連
が
５
月
２
日
時

点
で
ま
と
め
た
状
況
で
は
、
今
年

に
入
っ
て
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
運
賃
改

定
が
実
施
さ
れ
、
５
月
31
日
付
で

も
10
ブ
ロ
ッ
ク
の
改
定
が
確
定
し

て
い
ま
す
。

　
３
年
前
に
運
賃
改
定
し
た
ば
か

り
の
地
域
を
含
め
、
軒
並
み
10
％

を
超
え
る
高
い
改
定
率
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
改
定
さ
れ
る
地

域
で
も
大
幅
な
運
賃
値
上
げ
の
実

現
が
期
待
で
き
る
状
況
で
す
。

　

全
国
に
は
１
０
１
の
運
賃

ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
が
、

２
０
２
０
年
３
月
以
降
、
す
で
に

21
ブ
ロ
ッ
ク
で
改
定
が
実
現
し
、

70
ブ
ロ
ッ
ク
で
改
定
に
向
け
た
手

続
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
島
や
過

疎
地
を
除
く
主
要
な
エ
リ
ア
の
ほ

ぼ
全
て
が
運
賃
改
定
に
向
か
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
都
道
府
県
別

で
も
島
根
県
を
除
く
46
都
道
府
県

に
広
が
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
全
国

一
斉
改
定
と
呼
べ
る
状
況
で
す
。

　
昨
年
以
降
の
運
賃
改
定
手
続
き

の
中
で
、
改
定
に
必
要
な
申
請
率

70
％
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
ら
れ
な

か
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
香
川
県
の

小
豆
島
と
、
北
海
道
の
旭
川
Ａ
地

区
の
み
。
安
売
り
傾
向
が
強
か
っ

た
地
域
で
も
順
調
に
運
賃
値
上
げ

が
進
ん
で
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

ま
た
小
豆
島
で
は
２
０
２
２
年
５

月
の
申
請
が
７
割
未
達
で
し
た

が
、
今
年
３
月
に
再
挑
戦
で
申
請

を
出
し
直
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
低
す
ぎ
る

賃
金
を
改
善
し
て
、
物
価
高
の
中

で
も
ま
っ
と
う
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
運
賃

改
定
が
必
要
で
す
。エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
応
し
い
待
遇
を

実
現
し
、
職
業
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
、
公
共
交
通
を
守
る
た
め
に
、

全
自
交
労
連
は
今
後
も
適
正
な
運

賃
改
定
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
に
対
し
、
県
や
市
町

村
が
支
援
金・交
付
金
を
支
給
す
る
事
例
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、

２
０
２
３
年
に
入
っ
て
も
、
公
共
交
通
に
対
す
る
支
援
の
動

き
が
続
い
て
い
ま
す
。
山
形
県
は
「
令
和
４
年
度
第
４
回
地
域

公
共
交
通
事
業
者
原
油
価
格
高
騰
等
支
援
金
」
を
３
月
に
実
施

し
、
タ
ク
シ
ー
１
台
当
た
り
５
万
円
を
支
援
。
岩
手
県
も
令
和

５
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
タ
ク
シ
ー
１
台
３
万
５
千

円
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
岩
手
県
盛
岡
市
で
１
台
当
た
り

２
万
５
千
円
、
同
二
戸
市
で
１
台
当
た
り
10
万
円
な
ど
市
町
村

単
位
の
支
援
も
継
続
。

　

公
共
交
通
を
守
り
抜
く
た
め
、
公
的
支
援
を
コ
ロ
ナ
禍
で
終

わ
ら
せ
ず
、
継
続
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

「
業
界
を
守
る
た
め
に
組
合
へ
」

石
川
ハ
イ
タ
ク
組
織
拡
大
行
動

駅で待機するタクシー労働者に話しかける畠下委員長。働き手不足を背景に、
待機車両が１台もない駅も多くありました
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